
  

 

 

 

 

 

 

【 取 扱 説 明 書 】 

 

 

 

コンパクト デュアル デジタルメータ 

 

 

ＭＯＤＥＬ：ＳＰ４９０１シリーズ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

             製品仕様・モデル名〔例〕 

 

          ＳＰ４９０１－ Ｐ４  

 
無記：警報出力４段（ＮＰＮオープンコレクタパルス出力） 

                                  Ｐ４：警報出力４段（フォトモスリレー出力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 第３版  ２０２０．７．１】 

＠ＳＰ４９０１（３）



 

 ご使用に際しての注意事項とお願い 
  

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

製品を安全にお使い頂く為に、下記内容を厳守してください。 

 

     警告・・・死亡や重傷を負う恐れがある内容です。 

  １．配線は電源を切った状態でおこなってください。感電、発火の恐れがあります。 

２．通電中は端子に触れないでください。感電の恐れがあります。 

３．製品を分解したり内部に触れたりしないでください。感電、発火の恐れがあります。 

  ４．可燃性ガスや発火物のある場所で使用しないでください。 

５．製品の故障や異常が発生した場合でも、安全を確保できるよう非常停止や 

フェイルセーフ等のシステムを構築してください。 

     注意・・・軽傷を負う、あるいは物的損害の恐れがある内容です。 

１．電源電圧、負荷は仕様範囲内で使用してください。 

  ２．次のような環境で使用しないでください。 

・金属粉、埃、水、薬液、油分等がかかる場所 

    ・腐食性ガスのある場所 

・屋外での使用、及び直射日光が当たる場所 

    ・結露が起きる場所 

    ・定格範囲外の温湿度 

    ・振動や衝撃がある場所 

  ３．金属粉、埃、水、薬液、油分等が製品内部に入らないようにしてください。 

    故障や発火の恐れがあります。 

  ４．故障や異常がないか、定期的に確認をおこなってください。 

５．故障している、または発火、発煙、発熱、異音等がある場合は、直ちに 

電源を切って、使用を中止してください。 

６．スイッチまたはサーキットブレーカを非常時すぐに操作できる位置に 

設置し、それが機器の遮断装置であることを表示してください。 

  ７．ノイズの発生源に、製品および配線を近づけないでください。 

  ８．雷サージ侵入の可能性がある場合、外部にアレスタ等の対策部品を設置してください。 

９．電源投入とほぼ同時に使用可能ですが、すべての性能を満足するには 

30分間の通電が必要です。 

１０．清掃する場合は乾いた布等で拭いてください。ベンジン、シンナー、 

アルコールなどの有機溶剤を使用しないでください。 

 

 製品概要 
 

・本製品は２入力２表示の瞬時専用指示計で、警報出力４段付きの小型サイズ。 

・フロント部ＬＥＤの上段はＡ入力およびＢ入力の瞬時表示、下段はＢ入力の瞬時表示のほかに 

・Ａ・Ｂ入力の和、差などが表示できます。 

・標準で警報出力のＮＰＮオープンコレクタ出力を4段装備されており、オプションで 

・フォトモスリレータイプに変更可能です。 
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１．付属品の確認と保証期間について 

 

 付属品の確認について 

 
 本機が届きましたら、下記のものが揃っているか確認をおこなってください。 

 

  （１）ＳＰ４９０１（お客様仕様どおりのもの）・・・・・・ １ 

  （２）取付固定具・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

  （３）ＳＰ４９０１の取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・ １ 

  （４）単位ラベル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

  （５）お客様指定の付属品（ご指定のない場合は付属しません） 

 

  上記で誤ったもの、または欠けているものがありましたら取扱店または弊社までご連絡 

  ください。（お客様のご都合により付属されていない場合もございます。） 

 

 

保証期間と保証範囲について 

 

   １．保証期間 

    納入品の保証期間は引渡し日より４年間とさせていただきます。 

 

  ２．保証範囲 

    上記保証期間中に弊社の責による故障が生じた場合は、当社工場内にて無償修理させて 

いただきます。但し、下記にあげます事項に該当する場合は、この保証対象範囲から 

除外させていただきますのでご了承ください。 

    ① 取扱説明書または仕様書等による契約以外の使用による故障 

    ② 弊社の了解なしにお客様による改造または修理による故障 

    ③ 故障の原因が弊社責以外の事由による故障 

    ④ 製品仕様条件をこえた保管・移送または使用による故障 

    ⑤ 火災、水害、地震、落雷、その他天災地変による故障 
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２．仕 様 

 

項  目 仕  様 

瞬 

時 

表 

示 

 計測種類  速度・回転・瞬時流量 

 計測方式  周期演算方式 

 スケーリング（換算器）  １信号あたりの倍率 １×１０－９～９９９９ で任意に設定 

 表示精度  ±０.０５％ ｒｄｇ．±１digit（表示サンプリング０．５秒以上、１入力あたり）  

 表示器 

 （２段表示） 

 上段表示：赤色ＬＥＤ４・１／２桁 文字高：7.０mm（ゼロサプレス方式） 

 下段表示：緑色ＬＥＤ４・１／２桁 文字高：7.０mm（ゼロサプレス方式） 

 表示範囲 
 －９９９９～１９９９９ 

 （表示オーバー時は１９９９９、または－９９９９点滅表示） 

 小数点以下表示  小数点以下１桁～４桁まで表示選択可能（上段、下段個別に設定可） 

 上段表示 Ａ入力瞬時、Ｂ入力瞬時（下段表示B入力瞬時以外の時、選択可）から選択 

 下段表示 Ｂ入力瞬時、Ａ入力瞬時－Ｂ入力瞬時、Ａ入力瞬時＋Ｂ入力瞬時から選択 

 計測単位  毎時・毎分・毎秒 より任意に設定 

 表示サンプリング時間  表示を０.１～１００．０秒（任意に設定）で平均化 

 最下位桁表示  リアル表示・０固定・０または５を表示より選択 

 移動平均方式  表示移動平均、パルス移動平均のいずれかを選択可能 
 

（表示移動平均） 
表示サンプリング時間毎の計測を1～19回（任意に設定）で平均化 
 
※下段表示にて和差算を選択時は使用しないで下さい。 

（パルス移動平均） 
 入力パルス数１～１９（任意に設定）で平均化 
 
 ※使用条件：入力周波数２０Ｈｚ以下 

 オートゼロ時間 
 設定された時間内に入力が無ければ表示を０ 

 ０.５～１２０秒の９段階により選択（機能停止も設定可） 

セ 

ン 

サ 

入 

力 

 入力信号 

ＮＰＮオープンコレクタパルス入力（ＭＩＮ １０ｍＡ以上）、または無電圧接点 

※センサの入力感度（残留電圧）2V以下か3.5V以下を選択可能 

電圧パルス入力 

ＬＯＷ:２Ｖ以下 ＨＩ:３.８～３０Ｖあるいは 

ＬＯＷ: 3.5Ｖ以下 ＨＩ:5.３～３０Ｖ （モード設定による切換え） 

入力抵抗約４７ｋΩ 

 センサ入力応答 

 0.01Hz～50Hz（LOW） 

 0.01Hz～10kHz（HI） 

但し、duty５０％時       （モード設定による切換え） 

 センサ供給電源 
 ＤＣ＋１２Ｖ（±１０％） １００ｍＡ ＭＡＸ（安定化）出力 

 ＜注意＞電源電圧がＤＣ＋１４Ｖ以下では非安定 
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警 

報 

出 

力
 

 出力端子  ＯＵＴ１、ＯＵＴ２、ＯＵＴ３、ＯＵＴ４ より出力（警報出力４段） 

 比較方式  上限・下限より選択 

 出力モード  比較・保持・１ショットより選択 

 １ショット時間  １０ms～２ｓまで８段階より選択 

 プリセット値  プリセット値設定モードにより－９９９９～１９９９９の範囲で任意に設定 

 出力判定  表示値とプリセット値との比較により判定出力 

 出力方式 

＜標準時＞   

ＮＰＮオープンコレクタパルス出力４段 

最大定格：ＤＣ３０Ｖ ５０mA 

＜P4オプション時＞   

フォトモスリレーａ接点出力４段 

最大定格 AC140V  DC30V 100mA 

 出力リセット  フロント部リセットキー、および外部入力警報リセット機能により出力解除 

 判定出力禁止時間 

 

 電源投入後または、リセット後から警報出力されるまでの時間を 

 ０秒（即）～６０秒まで１０段階より選択 

外 

部 

入 

力
 

 外部入力機能  モード設定によりホールド・警報出力リセットを選択 

 警報リセット 
  端子台１００ｍｓ以上ＯＮ 

 （ＮＰＮオープンコレクタパルス出力、または有接点出力を受付） 

 ホールド 

 ピークホールド・ボトムホールド・ホールドより選択 

 端子台ＯＮの間機能 

 （ＮＰＮオープンコレクタパルス出力、または有接点出力を受付） 

そ 

の 

他 

モードプロテクト  キー操作によりモード設定値を変更不可にすることが可能 

 データバックアップ 

 各設定値（モード設定値、プリセット設定値、モードプロテクト状態）を 

 ＥＥＰＲＯＭに書き込み 

 （書き換え回数１０万回以内、約１０年間保持） 

 電源  ＤＣ＋１２～＋２４Ｖ（±１０％） 

 消費電力  ５W以下 

 使用温湿度  －１０～５０℃ ３０～８０％ＲＨ（但し結露しないこと） 

 質量・外形寸法  約８０ｇ Ｗ４８×Ｈ４８×Ｄ８６mm 

 



- 4 - 

 

 ３．指示計（メータ）の取り付け方法 

 

 指示計（メータ）の取り付けかた 

 

  １．パネルカットして、前面より指示計（メータ）を挿入してください。(図３－１) 

       （パネルカット寸法は2７ページを参照してください。） 

  ２．背面より固定具をスライドさせて、本体を固定してください。この時、固定がゆるい場合は、 

    ビスを少し締めてください。 

          

 

 

                                                       ・板厚0.8mm～4.0mmのパネルに 

                                                         取り付けが可能です。   

  

  ・推奨取付線材および棒端子φ径 

線材  単線 φ0.２～1.5mm２ 

                                                                      （AWG24～16） 

                                                                 撚線 φ0.２～1.5mm２ 

                                                                   （AWG24～16） 

                              棒端子 φ0.２5～0.75mm２ 

                                       図３－１ 

 

 

 ４．端子台の接続方法 

 

                                                                          図４－１ 
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 Ａ）２線式パルスセンサ／有接点出力センサ   図４－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ）３線式パルスセンサ            図４－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ）４線式パルスセンサ            図４－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）電源入力の確認 

  １．電気配線時は感電等の事故に注意してください。 

  ２．ＤＣ電源仕様の場合は電源極性（ ＋ － ）をよく確かめ、逆に接続しないようにして 

ください。 

２）端子名称をよく確認してから正しく配線してください。 

３）センサの種類により入出力の配線が異なってきますので、Ｐ.４に記載されている接続図を  

   参照しながら配線してください。もし誤って配線しますとセンサや入出力回路が破損する 

    おそれがあります。 

４）センサ電源はセンサ以外の用途に使用しないでください。 
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５．入力回路、出力回路の構成 

 
 １）パルスセンサ入力                                                              図５－１ 

      ＮＰＮオープンコレクタパルス入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   電圧パルス入力                                図５－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）外部入力                                                                     図５－３ 

 

 

 

 

 

 

 ３）警報出力 

       ＮＰＮオープンコレクタ出力  図５－４   フォトモスリレー出力   図５－５ 
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６．フロント部の各名称とその機能 

 

                                    図６－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①表示器（Ａ～E） 

      計 測 時：モード設定”00”の下段表示がＢ入力瞬時の時、Ａ入力の計測値を表示します。 

                     下段表示がＢ入力瞬時以外の時、Ａ入力または、Ｂ入力の計測値を表示します。 

 

   設 定 時：モード設定中は、モードＮｏ．を表示します。 

           ：モードプロテクト設定中は、Ｐｒｏと表示します。 

           ：プリセット値設定中は、ｏＵｔ１～ｏＵｔ４を表示します。 

 

 ②表示器（F～J） 

      計 測 時：計測モードで設定された計測値または演算結果を表示します。 

 

   設 定 時：モード設定中は、設定値を表示します。 

           ：モードプロテクト設定中は、モードプロテクトの状態（Ｌｏｎ，ｏＦＦ） 

           を表示します。 

          ：プリセット値設定中は、ＯＵＴ１～ＯＵＴ４の設定値を表示します。 

 

③OUT１警報出力ランプ（１） 

   計測時、警報出力ＯＵＴ１が出力中に点灯します。 

 

 ④OUT２警報出力ランプ（２） 
  計測時、警報出力ＯＵＴ２が出力中に点灯します。 
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 ⑤OUT３警報出力ランプ（３） 

   計測時、警報出力ＯＵＴ３が出力中に点灯します。 

 

 ⑥OUT４警報出力ランプ（４） 

   計測時、警報出力ＯＵＴ４が出力中に点灯します。 

  

 ⑦モードキー   

   計 測 時：このキーと     キーを2秒以上同時に押すことによりモード設定に移行します。  

          ：このキーを２秒以上押すことによりプリセット値設定に移行します。 

   設 定 時：モード設定時は、モードＮｏ．（００～１２）を切換えます。 

          ：プリセット値設定時は、ｏＵｔ Ｎｏ.（ｏＵｔ１～４）を切換えます。 

                     

 ⑧シフトキー    
      計 測 時：このキーと     キーを2秒以上同時に押すことによりモード設定に移行します。 

                   ：このキーを押すとモードプロテクトの状態（Ｌｏｎ，ＬｏＦＦ）を表示します。 

          （２秒以内にキーを放すと計測表示に戻ります） 

                   ：モードプロテクト設定に移行する時に使用します。（２秒以上ＯＮ） 

   設 定 時：モード設定、プリセット値設定時に、設定桁（点滅表示の位置）を右桁へ 

移動します。 

          

 ⑨アップキー    

      計 測 時：上段表示器がＡ入力の場合：このキーを押している間、下段表示器にＢ入力 

      計 測 時：上段表示器がＡ入力の場合：の瞬時値を表示します。 

      計 測 時：上段表示器がＢ入力の場合：このキーを押している間、下段表示器にＡ入力 

      計 測 時：上段表示器がＡ入力の場合：の瞬時値を表示します。 

           下段表示器をＢ入力瞬時に設定しているときは無効です。 

   設 定 時：各設定（モード設定、プリセット値設定、モードプロテクト設定）時に、 

   設 定 時：設定値（点滅表示の値または状態）を変更します。 

 

 ⑩リセットキー   

      計 測 時：このキーを２秒以上押すことにより警報出力を解除します。 

   設 定 時：各設定（モード設定、プリセット値設定、モードプロテクト設定）時に 

   設 定 時：押すと、設定値の登録をおこない、計測表示に戻ります。 

 

＊１動作リセット  

 計測表示中に   ＋    を５秒以上押すと、電源ＯＮ時の状態から計測を 

スタートします。ノイズ等で動作不安定などの場合にお試しください。 

 

M 

RES 

M 

RES 
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７．設定メニュー 

＜＜テストモード＞＞ 
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≪設定メニュー≫ 
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８．初期設定値と初期化 

 

  事前にお客様から仕様をお伺いしている場合はその設定に合わせていますが、通常（工場出荷時） 

  は表８－１～表８－３の設定値となっています。 

 

モード設定値                                                  表８－１ 

モードNo. 初期設定値 設定メモ欄 
ＤＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

００ ０ ２ １ １     
０１ １ ０ ０ ０     

０２ ３ ０ ０ ２     
０３ １ ０ ０ ０     

０４ ３ ０ ０ ２     

０５ ０ ０  ２． ０     
０６ ０ ０ ０ ０     

０７ ０ ０ ０ ０     

０８ ０ ０ ０ ０     
０９ ０ ０ ０ ０     

１０ ０ ０ ０ ０     

１１  ０ １ ０ －    
１２  ０ １ ０ －    

 
    プリセット値設定                                                         表８－２ 

プリセットNo 初期設定値 設定メモ欄 

ＢＣＤＥ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

ｏＵｔ１ １ ９ ９ ９ ９      
ｏＵｔ2 １ ９ ９ ９ ９      

ｏＵｔ3 １ ９ ９ ９ ９      

ｏＵｔ4 １ ９ ９ ９ ９      
 

モードプロテクト設定値                                  表８－３ 

初期設定値 設定メモ欄 

ＬｏＦＦ  
 

   初期化： RES  キーを押しながら電源を投入すると上段表示に「ＣＬｒ」を表示し、 ∧ キー 

を押すと「-----」が点滅し、計測表示になります。 

初期化しない場合は RES キーを押すと初期化せず、計測表示になります。 

       初期化後、各設定値は表８－１～表８－３のとおりの設定値になります。 

 

＜ 注意 ＞ 

１．正常な動作から急に表示や機能に異常が発生した場合などは、まず動作リセット 

（Ｐ．８参照）をおこなってください。それでも異常な状態が治らない場合は、 

上記の方法で初期化をおこなってください。初期化後、モード設定、プリセットを 

再設定してください。 

 

２．初期化をおこなうと現在の設定値がすべて初期設定値となりますので、あらかじめ 

設定値の記録を残してからおこなってください。 
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９．各モードの内容と設定方法 

 

 ≪ １．モード設定のキー操作方法 ≫ 

 

  各モードの設定は、下表のキー操作にしたがいおこなってください。 

                                                                                   表９－１ 

操作キー 表示部 操作内容 

 

 

 

 Ｍ  ＋  .    

      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段             ０ ０ 

 

       Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段   ０ ２  １ １ 

  Ｍ キーと    キーを２秒以上同時に押します。 

 上段の表示器に「００」と表示され、下段の表示 

 器にモード００の設定値が表示されます。 

  

 

 

 

 Ｍ  

      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段             ０ １ 

         ００～１２ 

       Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段     １ ０ ０ ０ 

 モードNo.を変更します。 

 １度押すごとにモードNo.が１ずつ上がります。 

 モードは００から１２まであります。 

→００→０１・・・→１１→１２→ 

 

 

 

 

  . 

  

     Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段             ０ １ 

 

       Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段     １ ０ ０ ０ 

              →  → 

 

 点滅表示の位置（桁）を変更します。 

 １度押すごとに右桁へ移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ∧  

      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段             ０ １ 

 

       Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段     ２ ０ ０ ０ 

           ↑ 

         ０～９ 

 点滅表示している数値を変更します。 

 １度押すごとに数値が１ずつ上がります。 

       →０→１→・・・→８→９→ 

 

 設定により９まで上がらないものもあります。 

 

 

 

 

 RES  

 
 設定値を登録します。 

 各設定が終了しましたらこのキーを押して登録 

 してください。 

 登録終了後、計測表示へ戻ります。 

 

 ＜ 注意 ＞ 

   モードプロテクト（26ページ参照）がＯＮに設定されていると設定値の変更はできません。 
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≪ ２．各モードの設定内容 ≫ 

 

モードNo.  計測演算方式・単位時間・小数点位置の設定 

 

 

００ 

 
 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

   上段              モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

   下段 

 

 下段小数点位置 

０：      ０ 

１：    ０.０ 

２：   ０.００ 

３：  ０.０００ 

４：０.００００ 

 

 上段小数点位置 

０：      ０ 

１：    ０.０ 

２：   ０.００ 

３：  ０.０００ 

４：０.００００ 

 

 単位時間 

０：毎時 

１：毎分 

２：毎秒 

 

 計測演算方式 

 上段表示 下段表示 

０ Ａ瞬時 Ｂ瞬時 

１ Ａ瞬時 Ａ瞬時－Ｂ瞬時 

２ Ｂ瞬時 Ａ瞬時－Ｂ瞬時 

３ Ａ瞬時 Ａ瞬時＋Ｂ瞬時 

４ Ｂ瞬時 Ａ瞬時＋Ｂ瞬時 
 

 ［ 計測演算方式 ］上下段表示の計測演算を設定します。 

 ※１～４を選択時、上段表示にＡ入力瞬時表示を選択した場合はアップキーを押すと 

下段にＢ入力の瞬時計測値を表示し、Ｂ入力瞬時表示を選択した場合はアップキー 

を押すと下段にＡ入力の瞬時計測値を表示します。 

 ［ 単位時間 ］  上段、下段表示ともに機能します。 

  ０：毎時・・・計測値を１時間当たりの表示にします。 

   １：毎分・・・計測値を１分間当たりの表示にします。 

   ２：毎秒・・・計測値を１秒間当たりの表示にします。 

 ［ 上段小数点位置、下段小数点位置］ 

  小数点以下の表示桁を設定します。 

  

   ０  ２  １  １ 

          ０ ０ 
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モードNo.  Ａ入力：スケーリングデータ（換算器）設定 

 

 

０１ 

  

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

 

                 スケーリングデータ 

                               ０００１～９９９９ 

                              （００００は設定しないでください） 

 Ａ入力瞬時計測のスケーリングデータ（換算器）として働きます。このモードで 

 設定する４桁の数値と「モード０２」で設定するＥＸＰ値（１０のマイナス乗数） 

 を設定することにより、１信号当たりの倍率を「１×１０－９～９９９９」までの 

 範囲で設定できます。 

 

 〔例〕１パルス当たり２.５ｍＬの流量センサを使用して瞬時流量値を"Ｌ"で表示 

    させたい場合は下記の設定となります。 

 

          ２.５mL      ０.００２５Ｌ       ２５００ × １０－６ 

                         表示したい単位(Ｌ) 

             に直します。         換算器  ＥＸＰ値（乗数） 

                                         

 

                      F  Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

       モード０１ 

 

 

                       F  Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

       モード０２ 

 

 

   １  ０  ０ ０ 

          ０ １ 

     ２ ５ ０ ０  

   ６ ＊ ＊ ＊  
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モードNo.  Ａ入力：ＥＸＰ値・移動平均回数・オートゼロ時間の設定 

 

 

０２ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

 

オートゼロ時間 

０：機能停止   ５：  １０秒 

１： ０.５秒    ６：  ２０秒 

２： １.０秒    ７：  ３０秒 

３： ２.０秒    ８：  ６０秒 

４： ５.０秒    ９：１２０秒 

 

移動平均回数 

００～１９回（００は０１と同様） 

 

ＥＸＰ値（乗数１０－ｎ） 

ｎ＝０～９ 

 ［ ＥＸＰ値 ］ 

  １０のマイナス乗数を設定します。「モード０１」と組み合わせてスケーリング 

  データ（換算器）を設定してください。 

 ［ 移動平均回数 ］ 

 「モード０６」で設定する移動平均の回数を設定します。使用しない場合は 

「００」または「０１」と設定してください。 

 ［ オートゼロ時間 ］ 

  入力信号が設定された時間内に１パルスも入らない場合に、表示値を「０」 

  に戻す機能です。 

  「０：機能停止」を設定した場合、この機能は停止し、信号が入力されなく 

  なっても表示を残したままになりますのでご注意ください。 

 

 

   ３  ０  ０ ２ 

          ０ ２ 
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モードNo.  Ｂ入力：スケーリングデータ（換算器）設定 

 

 

０３ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

  

 

スケーリングデータ 
０００１～９９９９ 

（００００は設定しないでください） 

  Ｂ入力瞬時計測のスケーリングデータ（換算器）として働きます。このモードで 

  設定する４桁の数値と「モード０４」で設定するＥＸＰ値（１０のマイナス 

 乗数）を設定することにより、１信号当たりの倍率を「１×１０－９～９９９９」 

 までの範囲で設定できます。 

  設定方法は「モード０１」と同様です。 

 

 

モードNo.  Ｂ入力：ＥＸＰ値・移動平均回数・オートゼロ時間の設定 

 

 

０４ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

オートゼロ時間 

０：機能停止   ５：  １０秒 

１： ０.５秒    ６：  ２０秒 

２： １.０秒    ７：  ３０秒 

３： ２.０秒    ８：  ６０秒 

４： ５.０秒    ９：１２０秒 

 

移動平均回数 

０～1９回（０は１と同様） 

 

ＥＸＰ値（乗数１０－ｎ） 

ｎ＝０～９ 

  Ｂ入力のＥＸＰ値、移動平均回数、オートゼロ時間の設定です。 

  設定方法は「モード０２」と同様です。 

 

   １  ０  ０ ０ 

          ０ ３ 

   ３  ０  ０ ２ 

          ０ ４ 
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モードNo.  最下位桁表示・表示サンプリング時間の設定 

 

 

０５ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

 

表示サンプリング時間 

００.０～９９.９秒 

（００.０は１００秒） 

 

最下位桁表示 

０：リアル表示 

１：０固定 

２：０または５を表示 

 ［ 最下位桁表示 ］表示の最下位桁（１番右桁）の表示方法を設定します。 

  ０：表示サンプリングに同期して計測値を表示します。 

  １：常に０を表示します。 

  ２：現在の計測値が０～４であれば０、５～９であれば５を表示します。 

 ［ 表示サンプリング時間 ］ 

  入力信号をこの設定された時間で計測し、その平均値を演算表示するものです。 

  したがって設定された時間ごとに表示を平均化して更新することになります。 

   この設定はチラツキ防止や表示安定に使用してください。 

  また、「００.０」と設定した場合は１００秒となります。 

 

   ０ ０ ２．０ 

          ０ ５ 
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モードNo.  移動平均方式・外部入力・ホールド機能の設定 

 

 

０６ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

 下段ホールド機能（外部入力でホールド機能を選択した場合） 

０：通常表示 

１：ピークホールド 

２：ボトムホールド 

３：ホールド 

 

 上段ホールド機能（外部入力でホールド機能を選択した場合） 

０：通常表示 

１：ピークホールド 

２：ボトムホールド 

３：ホールド 

 

 外部入力 

０：警報リセット機能 

１：ホールド機能 

 

移動平均方式 

０：パルス移動平均 

１：表示移動平均 

 ［ 移動平均方式 ］ 

 移動平均方式を選択します。 

  ０：パルス移動平均 

    例えば、「モード０２または０４」にて移動平均回数を４と設定すると 

４つのパルス間隔を平均し計測します。 

新しく次のパルスが入ってくると、１番古いパルス間隔を吐き出して 

新しいパルス間隔を取り込み4つのパルス間隔を平均する計測を繰り 

返します。 

      パルス移動平均は特にセンサの１パルス当たりの流量値が正確でない 

時に効果があります。 

  ■用途例 

 入力パルス 

 

                                                       

移動平均 

 

 

＜注意＞ 

この機能は２０Hz以下で使用してください。 

   ０ ０ ０ ０ 

          ０ ６ 

1回目 

２回目 

３回目 

４回目 
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1：表示移動平均 

   例えば、「モード０２または０４」にて移動平均回数を３と設定すると 

３回の瞬時計測データ取り込み演算し、次の瞬時計測データを取り込み 

１番古い瞬時計測データを吐き出して演算表示をおこないます。 

 

■動作例 （移動平均回数 ３） 

 

  

     

 

 

 

     

Ａ計測表示は ２.０ ＝ （１.０＋２.０＋３.０）÷３ 

        Ｂ計測表示は ３.０ ＝ （２.０＋３.０＋４.０）÷３ 

   Ｃ計測表示は ４.０ ＝ （３.０＋４.０＋５.０）÷３ 

 

＜注意＞ 

１．表示サンプリング時間を設定した回数分取り込みますので安定化する 

     までの表示応答が遅くなりますのでご注意ください。 

   ２．データが移動平均回数に満たない場合は現在保持しているデータでの 

   平均値が表示されます。 
３．この機能は、計測演算方式で「A瞬時—Ｂ瞬時」および、 

「A瞬時＋Ｂ瞬時」では使用しないでください。 

 

※移動平均機能は「モード０２」および「モード０４」の移動平均回数を 

設定することにより移動平均が機能します。 

 

 ［ 外部入力 ］  外部端子(５－６間)の入力機能を設定します。 

  ０：警報出力のリセット機能として働きます。 

  １：ホールド機能として働きます。 

 

 ［ ホールド機能 ］ 

  外部入力の設定で「１：ホールド機能」を選択時に機能します。 

  ０：通 常 表 示：外部入力ON/OFFに関係なく通常の計測表示をします。 

  １：ピークホールド：外部入力がONの間、最大値を点滅表示します。 

  ２：ボトムホールド：外部入力がONの間、最小値を点滅表示します。 

  ３：ホ ー ル ド：外部入力がONされた時の計測値を保持し、点滅表示します。 

 ※ホールド機能中でも警報出力は内部で演算された結果により出力します。 

 

1．0 ２．0 ３．0 ４．0 5．0 
B計測表示 

瞬時計測データ A計測表示      C計測表示 
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モードNo.  警報出力：ＯＵＴ１設定 

 

 

０７ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

  

出力モード（２～９は１ショット出力） 

０：比較           ５：100ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

１：保持           ６：250ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

２：10ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ７：500ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

３：20ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ８：001sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

４：50ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ９：002sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

 

 上限／下限選択 

０：上限 

１：下限 

 

 出力選択 

０：機能無効 

１：上段計測値 

２：下段計測値 

 

 判定出力禁止時間 

０： ０秒(即)   ５： ８秒 

１： １秒        ６：１０秒 

２： ２秒        ７：２０秒 

３： ３秒        ８：３０秒 

４： ６秒        ９：６０秒 

 
 ［ 判定出力禁止時間 ］ 

  電源投入後、またはリセット後から何秒後に警報出力を機能させるかを設定 

  します。判定出力禁止時間内は警報出力の機能は停止します。 

 
 ［ 出力選択 ］ 

  ０：警報出力の機能を停止します。 

  １：上段表示の計測値とプリセット値との比較により機能します。 

  ２：下段表示の計測値とプリセット値との比較により機能します。 

 
 ［ 上限／下限選択 ］ 

  どのような条件で警報出力させるかを設定します。 

  ０：上限・・・「計測値 ≧ プリセット値」の時に出力します。 

  １：下限・・・「計測値 ≦ プリセット値」の時に出力します。 

   ０ ０ ０ ０ 

          ０ ７ 
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 ［ 出力モード ］ 

  ０：比較 

    計測値がプリセット値の上限、または下限の間、出力します。計測値が 

    上限、または下限の範囲外(条件外)であれば出力はＯＦＦになります。 

  １：保持 

    計測値がプリセット値の上限、または下限になった時に出力します。計測値 

    が上限、または下限の範囲外(条件外)であってもリセットされるまで出力は 

    ＯＦＦになりません。 

  ２～９：１ショット 

    計測値がプリセット値の上限、または下限になった時に設定された幅の 

    パルスを１度出力します。 

 

モードNo.  警報出力：ＯＵＴ２設定 

 

 

０８ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

 

出力モード（２～９は１ショット出力） 

０：比較           ５：100ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

１：保持           ６：250ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

２：10ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ７：500ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

３：20ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ８：001sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

４：50ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ９：002sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

 

 上限／下限選択 

０：上限 

１：下限 

 

 出力選択 

０：機能無効 

１：上段計測値 

２：下段計測値 

 

 判定出力禁止時間 

０： ０秒(即)   ５：１８秒 

１： １秒        ６：１０秒 

２： ２秒        ７：２０秒 

３： ３秒        ８：３０秒 

４： ６秒        ９：６０秒 

  ＯＵＴ２の警報出力設定です。設定方法は「モード０７」と同様です。 

   ０ ０ ０ ０ 

          ０ ８ 
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モードNo.  警報出力：ＯＵＴ３設定 

 

 

０９ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

出力モード（２～９は１ショット出力） 

０：比較           ５：100ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

１：保持           ６：250ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

２：10ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ７：500ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

３：20ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ８：001sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

４：50ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ９：002sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

 

 上限／下限選択 

０：上限 

１：下限 

 

 出力選択 

０：機能無効 

１：上段計測値 

２：下段計測値 

 

 判定出力禁止時間 

０： ０秒(即)   ５：１８秒 

１： １秒        ６：１０秒 

２： ２秒        ７：２０秒 

３： ３秒        ８：３０秒 

４： ６秒        ９：６０秒 

  ＯＵＴ３の警報出力設定です。設定方法は「モード０７」と同様です。 

 

   ０ ０ ０ ０ 

          ０ ９ 
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モードNo.  警報出力：ＯＵＴ４設定 

 

 

１０ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

出力モード（２～９は１ショット出力） 

０：比較           ５：100ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

１：保持           ６：250ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

２：10ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ７：500ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

３：20ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ８：001sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

４：50ms(ﾜﾝｼｮｯﾄ) ９：002sec(ﾜﾝｼｮｯﾄ) 

 

 上限／下限選択 

０：上限 

１：下限 

 

 出力選択 

０：機能無効 

１：上段計測値 

２：下段計測値 

 

 判定出力禁止時間 

０： ０秒(即)   ５：１８秒 

１： １秒        ６：１０秒 

２： ２秒        ７：２０秒 

３： ３秒        ８：３０秒 

４： ６秒        ９：６０秒 

  ＯＵＴ４の警報出力設定です。設定方法は「モード０７」と同様です。 

 

   ０ ０ ０ ０ 

          １ ０ 
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モードNo. Ａ入力：入力仕様、入力応答周波数、電圧パルス入力感度の設定 

 

 

１１ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

電圧パルス入力感度 

０：LOW;2.0V以下 HI：3.8～３０Ｖ 

１：LOW;3.5V以下 HI：5.3～３０Ｖ 

 

入力応答周波数 

０：０.０１Hz ～ ５０Hz 

１：０.０１Hz ～１０kHz 

 

入力仕様 
０：ＮＰＮオープンコレクタ 

１：電圧パルス 

 

※ＮＰＮオープンコレクタパルス入力時、センサの残留電圧値により電圧パルス入力感度 

を選択してください。 

残留電圧2V以下時、「０：LOW2.0V以下 HI3.8～30V」を選択してください。 

残留電圧2V以上3.5V以下時、「１：LOW3.5V以下 HI5.3～30V」を選択してください。 

Ｂセンサ側もモードNo1２にて同様に設定してください。 

 

 

モードNo. Ｂ入力：入力仕様、入力応答周波数、電圧パルス入力感度の設定 

 

 

１２ 

 

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    上段             モードＮｏ． 

           Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

    下段 

 

電圧パルス入力感度 

０：LOW;2.0V以下 HI：3.8～３０Ｖ 

１：LOW;3.5V以下 HI：5.3～３０Ｖ 

 

入力応答周波数 

０：０.０１Hz ～ ５０Hz 

１：０.０１Hz ～１０kHz 

 

入力仕様 
０：ＮＰＮオープンコレクタ 

１：電圧パルス 

 

 

     ０ １ ０ 

          １ １ 

     ０ １ ０ 

          １ ２ 
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１０．プリセット値設定のしかた 
 

  警報出力は表示値とここで設定するプリセット値との比較結果で出力します。 

  プリセット値の設定範囲は「－９９９９～１９９９９」です。 

                                                                                  表１０－１ 

操作キー 表 示 部 操 作 手 順 

 

  

    Ｍ  

  上段  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

            ｏ  U ｔ １ 

  下段  Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

        １  ９ ９ ９ ９ 

  Ｍ キーを２秒以上押します。 

 表示器Ｂ～Ｅに“ｏＵｔ１”と表示され 

 ＯＵＴ１のプリセット値設定となります。 

 最上位桁設定（０、１、－）時にはＦ～Ｊは点滅表示 

 Ｇ～J設定（０～９）時には設定桁が点滅表します。 

 

        ∧  

  上段  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

            ｏ  U ｔ １ 

  下段  Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

        －  ９ ９ ９ ９ 

     キーと ∧ キーを使用してプリセット値を 

 設定します。 

  

 

 

 

        ∧  

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段      ｏ  Ｕ ｔ １ 

      Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段     １ ２ ３ ４ 

     キーと ∧ キーを使用してプリセット値を 

 設定します。 

 例えば１２３４と設定する場合は左図のとおり 

 となります。 

 

      Ｍ  

        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段      ｏ  Ｕ ｔ ２ 

      Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段  １ ９ ９ ９ ９ 

  Ｍ キーを押します。表示器Ａ～Ｄ 

 に“ｏＵｔ２”と表示され、ＯＵＴ２の 

 プリセット値設定となります。 

 

        ∧  

      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段      ｏ  Ｕ ｔ ２ 

      Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段  １ ７ ８ ９ ０ 

     キーと ∧ キーを使用してプリセット値を 

 設定します。 

 例えば１７８９０と設定する場合は左図のとおり 

 となります。 

 

      Ｍ  

      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  上段      ｏ  Ｕ ｔ ３ 

      Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

  下段  １ ９ ９ ９ ９ 

  Ｍ キーを押します。 

 同じ要領でＯＵＴ３，ＯＵＴ４の設定をして 

 ください。 

 

    ＲＥＳ  

 
 設定値を登録します。各設定が終了しましたら、 

 このキーを押して登録してください。 

 登録終了後、計測表示に戻ります。 

＜ 注意 ＞ 

  ・小数点の表示は「モード００」で設定されたものに連動して表示されます。 

・設定中は１～４ランプは消灯します。 
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１１．モードプロテクト機能 
 
 

モードプロテクト機能をＯＮにすると   キー入力を無効とし、設定値を変更できない状態に 

します。 

 

モードプロテクト機能の移行のしかた、および設定方法は、計測時に下記のキー操作でおこなって 

ください。 

 

   ≪モードプロテクトのキー操作方法≫                                                 表11-1 

操作キー 表 示 部 操 作 手 順 

 
 
         

  上段  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

               Ｐ ｒ ｏ 

  下段  Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

          Ｌ ｏ Ｆ Ｆ 

計測時、     キーを２秒以上押します。 

 表示器Ｃ～Ｅに“Ｐｒｏ”と表示され 

 表示器Ｇ～Ｊに現在のモードプロテクト状態が 

 表示されます。その他表示器は消灯します。 

（出荷時、ＬｏＦＦとなっています。） 

 

         

  上段  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

               Ｐ ｒ ｏ 

  下段  Ｆ  Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

          Ｌ ｏ ｎ 

そのまま続けて８秒押し続けますと 

 モードプロテクト状態が変更されます。 

 ※ＬｏＦＦの時はＬｏｎに、Ｌｏｎの時は 

  ＬｏＦＦに変更となります。 

 

         

      キーを押すのを止めると 

通常の計測表示に戻ります。 

 
＜ 注意 ＞ 

１．プリセット値設定はモードプロテクト機能に関係なく、設定値を変更できます。 

２．モードプロテクト設定中はその他の表示は消灯します。 
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１２．外形寸法図 
 

  外形寸法図                                                                    図１２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

                                                        

                                                                                              

 

 

 

 

 

 

  パネルカット寸法と隣接取り付けの間隔                                          図１２－２ 
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 １３．トラブルシューティング 
  
                                                                                  表１３－１ 
 

No. 現 象 点検方法 処 置 

１  表示がまったく 
 点灯しない 

→ 後部の端子への接続は正し

い位置に配線され、ネジは

確実に締まっているか？ 

ＤＣ電源ワイヤーの＋，－

は正しいか？ 

→ 端子台の接続方法を参照しながら 

正しい接続をおこなう。 

（P.４～５参照） 

        ↓ 
それでも直らない場合は、 

弊社での修理が必要です。 

２  LED点灯異常 
 ｷｰｽｲｯﾁ動作異常 
 警報出力異常 

→ テストモードにより点検 

する。（P.９参照） 

→ 初期化をおこなう。 

（P.11参照） 

        ↓ 
それでも直らない場合は、 

弊社での修理が必要です。 

３  瞬時表示が "０" 
 のまま 

→ 各モードの設定は 

正しいか？ 

 

 

 

 

→ センサの出力信号タイプと 

本機の入力方式が合って 

いるか？ 

 

→ 入力周波数が高すぎ 

ないか？ 

→ 各設定された値をもう一度 

確認する。 

（P.14 モード01， 

（P.15 モード02， 

（P.16 モード03，04， 

P.17 モード05参照） 

→ センサ接続を確認する。 

（P.５～６参照） 

 

        ↓ 
→ モード１１、１２の設定を確認

し、入力周波数を下げる。 

（P.２４参照） 

        ↓ 

それでも直らない場合は、 

弊社での修理が必要です。 

４  表示が変動して見 
 にくい 

→ 表示サンプリング時間の 

設定を確認する。 

→ 表示サンプリング時間の設定を 

大きくし、計測時間を長くする。

（P.1７ モード０５参照） 

        ↓ 

それでも直らない場合は、 

弊社での修理が必要です。 

５  表示がフラッシン 
 グする 

→ 設定されたスケーリング 

データ（換算器）が 

大きすぎないか？ 

→ スケーリングデータ（換算器）の 

設定を変更する。 

（P.14 モード01， 

（P.15 モード02，  

 P.16 モード03，04参照）  

         ↓ 

それでも直らない場合は、 

弊社での修理が必要です。 
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通信料はお客様ご負担となりますので予めご了承ください 

 

 

※ 改良のため、仕様等は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ください。 
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